
令和７年度 キャリア教育推進構想

○学習指導要領小・中学校解説
（文部科学省）

○新・沖縄県２１世紀ビジョン基本計
画（沖縄県）R4.5.15
○沖縄県教育振興基本計画
R4～13

○学校教育における指導の努力点
（R5～R9年度版）

○沖縄県キャリア教育の基本方針
令和2年

○「自立した学習者育成プロジェクト
（令和７年～９年）

○ 「問い」が生まれる授業サポート
ガイド（沖縄県教育委員会）

○ 「キャリア教育」資料集
研究・報告書・手引き編
（国立教育政策研究所）

○沖縄県学力向上推進本部会議
からの提言

１．「キャリア・パスポート」の取組状況
・キャリアパスポートを活用した授業
小88％ （83％）中75％ （72％）
・三者面談等での活用
小44%（42％）中52%（62％）
※カッコ内はR5
・小学校からのキャリアパスポート
の活用 29%

２．成果と課題
〇キャリアパスポートの活用が多様化
○キャリアノート（スケジュール管理）
等の充実

〇職場体験活動や職業人講話など、
多様な活動の実施。

●教職員のキャリア教育に関する研
修の機会や内容の工夫改善

●キャリアパスポートの効果的な活用
（場面、方法などの工夫）

●保護者や地域とキャリア教育につ
いて情報や活動を共有し推進して
いくこと

１ 特別活動を要としながら、各教科・各科目の特質に応じてたキャリア教育の充
実を図る。

２ 身に付けさせたい「基礎的・汎用的能力」を構成する４つの能力の視点をふま
えた、全体計画及び各教科等の年間学習指導計画を作成し実践する。

３ 自らの学習状況やキャリア形成を見通したり、振り返ったりできるように、学び
のプロセスを記述し自己評価を行う「キャリア・パスポート」等を活用し、小中高
１２年間の学びの履歴をつなぐ。

４ 日々の学習活動と社会とを関連付けた職場における体験活動の充実を図る。
５ 生徒が自らの生き方を考え、主体的に進路を選択することができる力の育成
を目指した計画的、継続的な進路指導の充実を図る。

取
組
事
項

１ 児童生徒一人一人のキャリア発達を踏まえた支援を行う。
２ 自主的、自発的な学習の促進（自立心・自律性の育成）を図る。
３ 社会的・職業的自立の基盤となる資質・能力の焦点化と育成に務める。
４ キャリア教育の視点を踏まえた授業実践と振り返りを行う。

基
本
方
針

最多・最大の最高を追求する中頭教育の創造
～地域に根ざし、共に子供の育ちを保障する、持続可能な潤いの「魅力ある学校」づくり～

国・県の施策
令和６年度の状況

育成をめざす資質･能力
○実際の社会や生活で生きて働く
「知識及び技能」の習得

○未知の状況にも対応できる
「思考力、判断力、表現力等」の育成
○学んだことを人生や社会に生かそうとする
「学びに向かう力、人間性等」の涵養

教育庁中頭教育事務所

中頭指導行政の基本方針

総括目標

１ 「わったーわらびの学び」の保障

２ 教職員の資質・能力の向上をめざす組織づくりの推進

３ カリキュラム･マネジメントを生かした自律的学校経営の推進

「個が光る」中頭の教育を共に創る
～誰一人取り残されない学びの保障～

重点
目標

重点
事項

重点取組
キャリア教育の視点を踏まえ
た教育課程編成と授業改善

各学校で実践されている教育活動を、
キャリア教育の視点で（「基礎的・汎用的能力」の４つの能
力のフィルターを通して）捉え直す。（か・ふ・や・みの活用）

⑴実態の把握→⑵課題の明確化（基礎的・汎用的能力）→⑶キャリア教育の目標設定
→⑷社会的・職業的自立に向け、目の前の子供たちにとって必要な基盤となる資質・能力の明確化

★幼・小・中・高各段階の「縦」の連携
★地域・家庭・企業等との「横」の連携

カリキュラム・マネジメントを生かした
自律的学校経営の推進

～ 「地域とともにある学校」づくり ～

実態把握・指導計画

授業・実践

振り返り・評価
授業改善
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